
様式第２号(第９条関係) 

会   議   録  

会議名称  
令和６年度  第１回  

大空町廃棄物減量等推進審議会  

開催日時  令和６年６月１１日（火）  
午後６時３０分から  

午後７時５１分まで  

開催場所  大空町役場１階１号会議室  

出席者の氏名  

＜審議会＞  

坂本一光会長、菅野宏治副会長、藤本京一委員、

北野清委員、竹内幸次委員、河西美香委員、大槻

晶子委員、秋岡房子委員、近藤慶子委員、嶋崎武

委員  

＜事務局＞  

住民課  砂金課長、佐藤主幹、小椋主事補  

 住民福祉課  山本課長、星加主査、須磨主事  

傍聴者の数  １人  

会議資料の名称  

・令和６年度第１回  大空町廃棄物減量等推進審

議会議案  

・資料１－１  廃棄物の処理状況  

・資料１－２  経費・収入の状況  

・資料２    令和７年４月からのごみ処理手数

料について  

・資料３    広域中間処理施設整備に係る協議・

検討状況について  

・資料４    非公開（個人情報を含むため）  

http://www.city.yoshikawa.saitama.jp/reiki/reiki_honbun/word/006510031.doc


審議内容及び結果  

【審議内容】  

（１）令和５年度ごみ処理状況について  

（２）令和７年４月からのごみ処理手数料の改定に

ついて  

（３）広域中間処理施設整備に係る協議・検討状況

について  

（４）管理が行き届いていない空き家について  

（５）その他  

 

【審議結果】  

 （１）、（２）は報告事項  

 （３）は報告及び質疑・意見聴取  

 （４）は、事例紹介及び対策・対応に関する意見

聴取。情報提供依頼。  

 （５）は（１）（２）及び（３）に関する住民説

明会の開催方法について  

   ⇒  女満別地区・東藻琴地区でそれぞれ昼・  

     夜の２回ずつは開催する。開催に際して

は、参加者を多数募ることが出来るよう

配慮すること。  

 

＜審議会顛末＞  

１  開   会  

２  議   事  

（１）  令和５年度ごみ処理状況について  

〔事務局〕（資料により説明）  

・ごみ・資源物の処理状況の推移について  

・収入・経費の推移について  

  （質疑無し）  

 

（２）令和７年４月からのごみ処理手数料の改定に

ついて  



〔事務局〕（資料により説明）  

・令和３年１２月に頂いた答申の手数料額になる

のが令和７年４月から。  

・改定までのスケジュール案の確認  

＜意見・質疑＞  

〔会長〕令和４年１０月の手数料改定以降にトラブ

ルは無かったか。  

〔事務局〕交換が想定より多かったため、在庫不足

になり待たせてしまうことがあった。  

〔会長〕その他に苦情のようなものはあったのか。 

〔事務局〕袋の材質が裂けにくいが伸びやすいもの

に変わったため、少し使いづらいとの問い合わ

せをいただいている。しかし、ごみを出す際に

は１袋１０㎏以下になるようお願いしており、

その重さには十分に耐えられるような強度に

なっている。こういったことも周知したいと考

えている。  

〔委員〕１０㎏以内というのは知らない人が多いと

思うがどうなのか  

〔事務局〕大空町の規則にも書かれいるが、読まれ

る方は少ないと考えているため、広報等でお知

らせしている状況ではある。しかし、周知して

いかなければならないと考えている。  

〔委員〕ごみ袋に「１０㎏以内でないため回収でき

ない」という旨の張り紙がされていて初めて知

った。それまでは袋に入ればいいと考えてい

た。また、１０㎏までないようなものも回収さ

れないことがある。収集員の匙加減であろうと

は思うがもう少し対応を考えていただきたい。 

〔事務局〕これからも周知を徹底していく。また、

収集業者とも連携を深めていくことが必要だ

と考えている。  



〔委員〕事業所は一般家庭よりもごみ処理券の分多

くお金を払っている。１０㎏以内のものでも回

収されないと事業所としては厳しい。  

〔事務局〕収集業者ともこまめに連絡を取るように

しているため、連絡いただければ対応する。１

０㎏以内という目安はごみが置いている集積

場から収集車に運ぶ際に裂けてごみが散らば

らないように設定している目安になる。  

 

（３）広域中間処理施設整備に係る協議・検討状況

について  

〔事務局〕（資料により説明）  

・斜網地区廃棄物処理広域化推進協議会に令和６

年２月から清里町が加わり、網走市、美幌町、斜

里町、小清水町、清里町、大空町の１市５町とな

った。  

・処理方式は、メタンコンバインド方式となった。 

＜意見・質疑＞  

〔会長〕今後のスケジュールについては想定という

こと良いか。  

〔事務局〕供用開始から逆算するとこのスケジュー

ルで進めないと間に合わない。そのため、この

スケジュールをできる限り厳守して進めてい

きたい。  

〔会長〕他の市町については、切羽詰まっていると

ころもあると思うが、そのあたりはどうなのだ

ろうか。  

〔事務局〕本町の最終処分場については、まだ余力

があるが、他の市町については限界が近い市町

もある。そのような市町はできる限り早期での

完成を望んでいるとは思うが、１、２年で作れ

るようなものでもないので今のスケジュール



が最短だと考えている。  

 

（４）管理が行き届いていない空き家について  

〔事務局〕（資料により説明）  

 ・管理が行き届いていない空き家等については、

条例の「清潔の保持」という方向から助言・指

導を行っているが、それでも一向に対応が進ま

ない場合は、特定空き家等認定し、より強い対

応を行いたいと考えている。意見を伺いたい。 

＜意見・質疑＞  

※個人が特定される可能性がある記録は省略する。 

〔委員〕今回紹介した件について、固定資産税は払

われているのか。  

〔事務局〕払われているものもあるが、払われてい

ないものある。指導の文書等を郵送している

が、郵便が宛先不明で戻って来てはいない。  

〔委員〕所有者の名前が分かっているなら町で対応

できないのか。空き家を放置している人は、ほ

とんどがお金がなくてどうにもできず時間が

たち、状況が悪化していく。何か起きてからで

は遅い。  

〔会長〕そのために廃屋解体の補助金の上限の引き

上げ等も含めて、出来ることを検討していると

ころであると認識している。  

〔事務局〕基本的には個人の資産であるため、町で

出来ることは少ない。そのため、解体に手が出

しやすいように呼び掛けを行い処分しやすい

ように環境作りをしていく。  

   合わせて所有者を明確にすることも大切で

あると考えている。  

〔委員〕空き家について、崩壊の心配だけではなく、

誰でも侵入できる状態である。市街地区にある



場合は、放火等により周りに被害が及ぶことも

あるかもしれない。  

〔事務局〕空家に関する危険性については承知して

いる。継続した対応が必要であると考えてい

る。町を見ていて気になる空家等があれば、教

えていただければと思う。  

空き家等に対する国の制度は年々拡充して

いる。しかし、個人の財産に手を入れることに

なる場合があるため慎重に検討しているとこ

ろである。  

〔会長〕所有者側が知らない情報等も多いと思う。

みなさんのご協力をいただき周知していけれ

ば思う。  

 

  

【以上、午後７時５１分  閉会】 

 

 

 


